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その調査を筆者は、A 大学教育学部の 2 年生（124 名）を対象に実施した
（2013 年 1 月 22 日）。2 年生は現役合格の場合、1998 年告示の小学校学習指
導要領（以下、98 年要領）が完全実施された 2002 年度、小学 4 年に当たる。
124 名の中に 2 年浪人した学生はいなかったので、124 名全員が少なくとも小
学 5 年から中学 3 年まで総合学習を受けたことになる。また 98 年要領におけ
る総合学習の時間数は、小学 3・4 年各々105 時間、5・6 年各々110 時間、中
学 1 年 70-100 時間、2 年 70-105 時間、3 年 70-130 時間で、この時数は、2003
年に一部改訂された指導要領でも変更されていない。したがって小学 5 年か
ら中学 3 年までの総合学習の最低時間総数は 430 時間となる。 
この数値を確認して調査結果を見てみよう。「椿の種から油を採る」「大豆
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は、30 名中 21 名による以下の事例が挙げられた。 
 
藁から草鞋を作る（1 名） 廃油から石鹸を作る（6 名） 
ケナフから紙を作る（3 名） 大豆からみそを作る（1 名） 
和紙作り（2 名） 菜の花油を取り出す（1 名） 
大豆から豆腐を作る（1 名） 菌からキノコを作る（1 名） 












	 また質問①で「なかった」と回答した 94 名中 2 名は、質問②で蚕を飼育し
て繭で団扇を作る、竹で筏を作ると各々答えた。したがって「もの作り総合
学習」の経験者は実質 23 名（21＋2 名）となる（1 例記述 22 名、2 例記述 1
名）。この結果から「もの作り総合学習」の実施率を次のように把握できる。 
 
101 名（124－23 名）は全 430 時間で「もの作り総合学習」の経験がない。 
総合学習のひとつの活動の平均時間は特定できないので、それを仮に 15 時




するために、質問①②を A 大学教育学部の 1 年生（129 名）を対象に実施し
たところ（2013 年 4 月 18 日）、質問②で「もの作り総合学習」を記述してい
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たのは 32 名（1 例記述 28 名、2 例記述 3 名、3 例記述 1 名）であった。した












着目して明示し、次にその課題を整理する。なお 1986 年当時の児童数は 82
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したときのものである（撮影：2012 年 10 月 15 日）。 
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③ 椿の種を砕く ④ 砕いた椿の種を釜で煮る 
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升）の種から 3 升の油が35、ある年は 4 斗（40 升）から 7 リットル〔3.9 升〕
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